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直達日射量

中国全域の直達日射量と散乱
日射量の経年変化（1961‐1992)

散乱日射量

(Shi, Hayasaka et al., 2008)

雲量が減少しているにも雲量が減少しているにも
かかわらず直達日射量
が減少しているのはなぜ
か

中国全域の雲量の変化率

か？

中国全域の雲量の変化率
（1951‐1994) (Kaiser et al., 1998)
青：減少、赤：増加、（％／１０年）



直接効果

太陽放射の散乱、
吸収

概ね地球の寒冷化

エアロゾルの種類によっ
ては下層大気を加熱

人間活動に伴う
エアロゾル増加

第一種

吸収 ては下層大気を加熱

地球の寒冷化
化石燃料消費

人為起源エアロゾルの
直接効果と間接効果

間接効果

第二種 不確定

雲の光学的
特性の変化

雲凝結核と
して作用

化石燃料消費、
バイオマス燃
焼、砂漠化、
等

第二種 不確定

水循環の変化

して作用

ア ゾルの化学組成

船の煙による低層雲の変化（間接効果）

エアロゾルの化学組成
エアロゾルの形状
エアロゾルの混合状態
エアロゾルの粒径分布

光学的特性
雲凝結核特性

エアロゾルの粒径分布

成層圏の硫酸粒子
森林火災による
炭素系粒子 硝酸塩を含む黄砂粒子成層圏の硫酸粒子 炭素系粒子 硝酸塩を含む黄砂粒子


